
　先進企業や官庁での取り組みが始まり，サマータイ
ムの季節でもあり，「朝型勤務」への注目が高まってい
る。際限のない夜の残業を禁止・抑制し，限られた朝
の時間に仕事を集中してはどうか，という提案・試み
には一理ある。しかし，「全員，朝来ないといけないの
か」「朝早く来て，結局，夜も残業なんてことにならな
いか」といった従業員側の不安の声はもっともであり，
また，「就業時間の変更が必要なのか」「残業代の算定
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はどうするのか」「就業規則や労使協定の変更が必要な
のか」と人事・労務担当者には実務上の疑問点も浮上
する。「じゃ，今月からウチも朝型勤務にするから」と
いう鶴の一声が発せられる前に，ルールを確認し，準
備しておくべき課題は多々あるようだ。うまく朝型に
誘導して，効果をしっかり出していくためのポイント
を専門家の知見で解説していただいた。
 （編集部）
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